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特集１
各病棟の“新人を育てる力”を支援する
─新人看護職員研修努力義務化初年度を振り返る

新人看護職員研修努力義務化初年度を振り返る。以前から教育に定評のある各施
設では，教育システムをどのようにバージョンアップさせたのだろうか。「病棟単位
での新人教育を上手に運営する工夫」と，“教える側－教えられる側”各々への集
合研修などの「看護部による支援システム」の両面から，今後の展望と課題を共有
する機会としたい。

● 新人教育のシステム設計と人員配置─看護部の教育体制を再考する
 ウイリアムソン彰子

● 聖路加国際病院新人看護職員ティーチングナースシステム
 ─病棟単位の教育と集合研修を有機的につなげるリソース
 高屋尚子

● 新人の自己効力感を高める上手なリフレクションで，学びを定着するサイクルを回す
 東めぐみ

● ポートフォリオを活用した新人サポート─2病院統合初年度の取り組み
 佐野美香

● 【座談会】各病棟で新人看護職員をしっかりと育てるための方法論
 ─「新人看護職員研修努力義務化」元年に，看護部が行なった工夫
 大澤通子，渋谷美香，高橋千晶，八木夏紀

特集２
基礎と卒後の教育をシームレスにつなぐ
─教育者の越境の意義

● シームレスな看護教育─基礎教育と卒後教育の連携　浅香えみ子

● 神奈川県のユニフィケーションの取り組み─成果と展望　佐藤麗子

連載
● 巻頭シリーズ「医療の質を向上させる，看護とデザインのコラボレーション」●
文部科学省「看護師の人材養成システムの確立」紹介！● 実践交渉力講座　渡辺
ゼミ基礎編　北浦暁子，渡辺徹● 管理者のためのブックセレクション●私論・公
論─医療，看護のトピックをよみとく●患者の目線─医療“関係者”が患者・
家族になって　村上紀美子 ● つらつらNPノート　鈴木美穂● 看護と医療政策を
考えるヒント　松村啓史● やじうま宮子の看護管理な日々　宮子あずさ●おとな
が読む絵本─ケアする人，ケアされる人のために　柳田邦男● 看護師長のため
のわかりやすい経営管理塾　石尾肇（新連載）

編集後記
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●「読者からの声」を募集しています。職場などで
のエピソード，問題提起，また弊誌への感想をお
寄せください。掲載分には粗品を差し上げます。
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次号予告 05

弊誌編集室に配属されて気づいてみれば，早3
年。今号をもって新しい部署へと異動になりま
した。新入社員として配属されて以来，まった
く未知の業界で自分に何ができるか試行錯誤の
3年間でしたが，なかなかそう簡単にはいかず，
迷惑ばかりの3年間だったように思います。も
し次の機会があったら，新たな経験を武器に，
読んで愉しい，読んで役立つ誌面づくりをして
いきたい。この思いを抱きながらこれからもが
んばっていきたいと思います。どうもありがと

うございました（三橋）
本号をもちまして，私も編集室を離れることに
なりました。これまでお世話になりました皆さ
まに心より御礼申し上げます。取材などで看護
管理者の皆さま方のよりよい看護，病棟，チー
ム医療づくりへの熱意や，新たな知識を求める
高い学習意欲に触れ，編集者として，ひととし
てたくさんの刺激を受けました。頂戴した情報，
知恵を次の職場で書籍づくりに活かしていきた
いと思います（小齋）
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